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●地域社会研究科について

弘前大学人社・教育事務部

TEL 0172-39-3960
https://tlag.hirosaki-u.ac.jp/

●入学試験について

弘前大学学務部入試課

TEL 0172-39-3973・3193
https://nyushi.hirosaki-u.ac.jp/

社会人支援制度

正規の授業時間帯以外の時間帯（夜間・休日等）に授業または研究指導を受けることが可能です。
希望者は、各授業担当教員と事前に相談してください。

教育方法の特例制度

社会人からの就学を容易にするとともに、経済的負担等の軽減を図るために、長期履修制度を実施しています。
この制度の適用対象者は、職業を有している者（自営業、臨時雇用、非常勤等を含む）で、認定された方は、3年分の授業料で最長6年間かけて
研究に取り組むことができます。

長期履修制度

※入学料及び授業料に改定が行われた場合は、改定後の金額が適用されます。

通常の学費（3年間在籍）

入学料 282,000円

授業料 535,800円（年額）× 3年間

長期履修制度（6年間在籍）

入学料 282,000円

授業料 267,900円（年額）× 6年間

公開セミナーは、地域社会研究科の授業内容を地域住民へ
公開する特別講義です。これまでに各講師が実践してきた、
地域の様々な問題とその解決の取組みをテーマに掲げて講
義を行っています。

公開セミナー

公開セミナーの様子をホームページ
専用サイトにて動画配信しています。

『地域社会研究科年報』は、地域社会研究科が年に1回発行
する学術雑誌です。地域社会に関する研究成果を内外の研
究者から広く募集し、その成果を掲載発表することで地域の
発展に寄与しています。

地域社会研究科年報

地域社会研究科年報をホームページ
にてご覧いただけます。



高度専門職業人の養成
　地域社会研究科は、活力ある地域社会の実現に積極的に貢献することを

目的に、地域が抱える特有の課題に具体的に対処する人材を養成し、実行

性のある研究成果を生み出す教育研究機関として2002年度に設置されま

した。地域産業、地域文化、地域政策の3つの研究講座で構成されています。

　働きながら在籍できる環境を整えていることが特徴で、3年間の学修と研

究及び博士論文の作成によって「博士（学術）」の学位を取得できる指導体

制となっています。様々な分野で活躍中の社会人も多数在籍しており、修了

生はそれぞれのフィールドで高度専門職業人として活躍しています。

地域との連携
　地域社会との関係性が高い本研究科では、受託研究や受託事業を通じて

自治体関係者や地域住民との連携を強化し、研究科教員のみならず、大学

院生及びＯＢ・ＯＧと共に地域課題解決に向けた取り組みを実践しています。

地域社会研究科とは

演習について

演習では、地域社会問題の現状把握とその課題解決能力及び実践能力を養う
こととともに、問題・課題解決のための柔軟な思考能力を養います。演習担当
主教員（指導教員が当たる）は、学生と相談の上で、演習テーマを設定し、その
内容に基づいて、専門分野を異にする教員数名を演習担当教員として指名し、
複数教員で共同して実施します。なお、テーマによっては、担当教員が実施して
いる受託研究や共同研究プロジェクト等への参加を義務づけることがあります。

特別研究について

特別研究は、演習を補完する目的で開講します。学生
は、個々の演習テーマ内容に応じて、発展につながる
特化したテーマ（学位論文につながるテーマ）を設定し、
主指導教員の指導の下に、目的に合致すると思われる
講義内容を担当する教員を複数名指名します。

博士論文提出資格

・所定の期間在学し、所定の単位（16単位）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた者。
・原則として予備審査の申請時までに、査読付きの学術雑誌に掲載された単著又は筆頭執筆者
　である論文が1編以上あること。ただし、当該論文は、学位論文に関連する論文であること。

修了要件

3年以上在学し、所定の単位（16単位）を修得し、必要な研究指導を受けた上、学位論文の審査
及び最終試験に合格することとする。ただし、優れた業績を上げた者については、研究科に1年
以上在学すれば足りるものとする。

学　位

博士（学術）/Doctor of Philosophy

修了要件・学位

教育課程の特徴

講座の構成と研究内容

弘前大学大学院 地域社会研究科（後期3年博士課程）弘前大学大学院 地域社会研究科

地域の産業開発に寄与する
実践的研究を行う

地域固有の文化を再発見して、
地域社会の活性化に活用する
施策を探る

21世紀の地域社会に必須な、
地域の政策課題を解決する研究を
総合的な立場で行う

自立的で持続的な地域社会の基盤をな
す地域産業に関する分野を対象とする。
地域固有の環境や産業が直面する課題
の下で、今後とるべき行動や社会との
連携について、比較や歴史の観点を交
えて総合的に研究する。さらに、地域性
豊かな商品の高付加価値化や地域文
化の産業化の可能性を模索して、個性
ある産業を育成するための研究を行う。
また、現在の地域産業における緊急の
課題である地域独自の商品開発とそれ
に基づくいわゆるベンチャー企業の育成
などを念頭において、地域の状況に適
合した産業創成を検討し、地域の産す
る産業素材の開発研究を行う。

生活風土に定着している豊かで厳しい
自然との交流の状況や地域における
社会・文化・言語の根強い伝統と近
代化の相克の動態を把握して、21世
紀における多自然共生型地域社会を
目指す研究を行う。また、個性あふれ
る北東北文化の基底をなす、縄文時
代以来の地域文化形成の様相を把握
する研究も行っている。

北東北、南北海道地域における広域
行政圏の在り方や、地域環境に関する
政策的課題をめぐって、上記の産業や
文化の研究と連携し、地域の特殊性
を踏まえた研究を進める。
また、個人的な生活に深く関連する生
涯学習や自然環境に関する政策的課
題に取り組む。あるいは、地域での社
会特性である進行度の早い高齢化現
象のなかで重要視されてきている保
健・医療政策に対しての具体的な対
策を行う。

地域産業研究講座
Regional Industrial Studies

地域文化研究講座
Regional Cultural Studies

地域政策研究講座
Regional Political Studies

地域社会専攻
Regional Social Research

後期3年博士課程の流れ

・オリエンテーション
・研究テーマ設定（研究計画作成）

・研究活動（経過報告）
・学会等での研究発表、投稿

学位論文
最終審査

学位論文
予備審査

学位論文
作　　成

1年次 2年次 3年次

研究指導

必須科目（地域政策形成論） 2単位　/　選択科目 6単位　/　演　習 4単位　/　特別演習 4単位　　　合計16単位 学
位 

博
士 

を
取
得

教員一覧は
こちらから

授業内容は
こちらから

修士課程修了者・社会人・外国人留学生

企業の経営及び新製品開発における企画担当者
行政機関の政策・企画担当者
国公私立大学の教員

入　学

学位（博士）を取得

地域に新たな産業を育成し、
また、既存の産業を一層活力のあるものにすることに

貢献できる能力のある人材

地域の文化資源を住民生活の質的向上に結合させる
総合的かつ高度な

文化・生活・行政理論能力のある人材

生活・文化・産業に関する
高度で総合的な研究能力を持ち、

行政施策として立案実現していく政策能力のある人材

高度専門職業人の養成

3年間で学位（博士）が取得できるプログラム

「地域政策形成論」「選択科目」「演習」「特別研究」の授業科目による授業、並びに
「研究指導」からなる「地域政策立案能力志向型」の教育課程

「演習」「特別研究」「研究指導」は、様々な領域の複数教員による指導体制

大学の教員のほかに、公的研究機関などから広く人材を求めた幅広い指導体制

社会人再教育に便宜を図るため、大学院設置基準第14条による教育方法の特例を
適用し、 社会人学生の実情に応じた夜間、休日等の教育研究指導体制

●

●

●

●

●

より詳しい情報を
ご覧いただけます

授業（地域政策形成論）

学位論文審査公開審査会


